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水源の里老富

AtoZ



「老富 AtoZ」では、老富という地域の本

質はどのようなものか。また、どのよう

な可能性を秘めているのかに焦点を当て

て作成してまいりました。

作成していくにあたり、老富にお住まい

の皆様のご協力とご支援を賜り、何とか

形にすることが叶いました。この場をお

借り致しまして、心よりお礼申し上げま

す。ありがとうございした。

「AtoZ」を通して老富の持つ魅力と地域

の方々の思いをお伝え出来ることを願っ

ています。

MESSAGE



ABOUT

老富は心が安らぐとても綺麗な自然がたくさんあります。

また、地域の人たちはパワフルで、訪れた人を元気にして

くれることでしょう。人々の笑顔がとても素敵で、優しさ

と温かさを感じることができる集落です。

水源の里・老富
人口 43 人 24 世帯
2018 年 3 月現在

春先にミツマタ、続いてシャガの花が森一面
に咲き誇り、神秘的な光景に出会えます。

KYOTO
AYABE

春 夏

周りの山々が色鮮やかな黄、紅色に色づき始
めると、本格的な秋の到来です。

秋 冬

地域の人たちが農作業などに取り組む元気な
姿にパワーをもらえることでしょう。

辺り一面が綺麗な真っ白い雪に覆われると、
老富は雪国へと変わります。

OITOMI
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カメラというものは

時 に 奇 跡 を 収 め る。

老富のシャガ群生地

発見につながったの

もまさにカメラによ

るものであり、観光

スポットとしての地

位確立へ大きく貢献

した。シャガだけで

なく、苔や木々を写

すだけでも素晴らし

い 表 情 を し て く れ

る。老富とカメラは

切っても切り離せな

い関係ではないだろ

うか。 

カ
メ
ラ

老富には、栃の実や

野生動物、辺り一面

に 生 い 茂 る 木 々 な

ど、数多くの資源が

あり、様々なビジネ

スチャンスが転がっ

ている。それ以外に

も風景・知恵などを

活かした体験施設や

情報の発信など、考

え出すと止まらない

ほどの潜在能力を老

富は秘めている。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

昔からあるモノはど

れも美しい。今日ま

で大切に使われてき

た物語が色濃く残っ

ているからだ。何一

つとして同じものは

ない。このキズや変

色。一体どんな物語

が あ っ た の だ ろ う。

そんな澄んだ心で老

富を訪れると、まる

で絵本の世界に入り

込んだかのような気

分が味わえる。

ア
ン
テ
ィ
ー
ク

CameraBusiness ChanceAntique

CBA



「 こ の ご 飯 美 味 し

い 」 老 富 で 味 わ う

ことのできる Food

は、都会のレストラ

ンとは違った良さが

ある。それもただ美

味しいというだけで

なく、その土地にだ

け見られる住民の生

活や文化などの背景

を感じることができ

る。言うなれば私た

ち は Food と 風 土

を同時に味わってい

るのかもしれない。

フ
ー
ド/ 

風
土

居
場
所
［
い
い
場
所
］

皆さんはどんな居場

所をいい場所だと思

い ま す か ? 私 た ち

は住民の人達と挨拶

を交わし、何気ない

世間話を毎日のよう

に す る こ と が で き、

平凡だけど安心を感

じられる場所がいい

居場所だと感じられ

ます。老富では自分

の居場所を肌で感じ

る こ と が で き ま す。

老 富 地 区 の 一 員 と

なってみませんか？

E-Basho

山や、多くの豊かな

自然に囲まれている

老富という地域。し

かし、自然が豊か故

に抱える課題が存在

する。それが獣害問

題。ここには様々な

野 生 動 物 が 存 在 し、

その代表的な動物が

鹿だ。鹿は田畑を荒

らし、新たに育つは

ずだった木の芽を食

べてしまう。

元気な動物達に対抗

するためには新たな

力が必要だ！

鹿

FoodDeer

FED



時代は流れ、老富も

様々な変化を遂げて

きた。住民の方から

はもちろん、過去か

ら今にある自然や家

屋からも生を感じる

ことができる。新し

いものを取り入れる

ばかりの若者が既存

の事物にどう向き合

い、取り組んでいく

かが、これからの地

方創生の手がかりに

なるのではないか。

生
き
た
証

都会とは違い余計な

光がないためにきれ

いに星が夜空に映し

出され、きれいな水

が流れる川の近くに

は夜を照らす多くの

ホ タ ル が 存 在 す る。

しかし、ホタルが素

早いため、カメラマ

ンでも撮影すること

が困難だ。そんな難

しい写真撮影に挑戦

してみてはいかがで

しょうか。

ホ
タ
ル

住 民 の 持 つ 知 恵 で

あ っ た り、 技 術 で

あ っ た り、 教 科 書

には載っていないよ

うな知識がここには

たくさん詰まってい

る。そこでの景色や

住民の生活様式から

日本が忘れかけてい

る本来の姿を思い出

させてくれる。老富

は 私 た ち に も 教 材

を、いや、学習空間

を提示してくれる存

在とも言えるのでは

ないだろうか。 

学
習
空
間

Ikita-AkashiHotaruGakushu-Kukan

IHG



かつては、雪かきや

田 植 え な ど 共 同 作

業、助け合いなどで

様々な困難を乗り越

え て き た。 し か し、

人口減少や機械化な

ど、様々な要因が重

なり、助け合いの文

化は今も残っている

ものの希薄になりつ

つある。しかし、新

しい人が入ることに

よりかつての良さを

取り戻せるのではな

かろうか。 

繋
が
り

この地では、今なお

自然や動物が多く生

き残っており、共存

して今も存在してい

る。時には自然が牙

を む く こ と も あ り、

「共存する」という

のは、言葉では簡単

であるが、それを実

現するのはとても難

しいことだ。だから

こそこの地で生きる

ための住民の知恵や

工夫が施されている

様には舌を巻く。

工
夫

大唐内、栃、市茅野

の三つの集落にはそ

れ ぞ れ 神 社 が あ り、

季節ごとに祭が行わ

れてきた。弓の名人

が 大 蛛 を 退 治 し た

伝説にまつわる聖
ひじり

神

社（大唐内）の甘酒

講という祭や、栃の

集落の大きい数珠を

皆で回す数珠回しな

どが今も受け継がれ

ている。行われなく

な っ た 祭 も あ る が、

形を変えつつも地域

の人を繋いでいる。

神
社
・
数
珠
回
し

LineKufuJinja & Juzu

LKJ



「 フ ォ ー ク の 神 様 」

岡林信康さんはかつ

て、老富町栃に空き

家と田を買い農業生

活を送っていた。当

時、村の人はそうと

は知らず、ロン毛で

ギターを爪弾く「変

わった人山岡さん」

と思っていたが、な

んとあの岡林信康さ

んだったと新聞で知

り ビ ッ ク リ。 以 降、

「岡林さん」と呼ば

れるようになった。

岡
林
信
康

生業とは生活を営む

ための仕事という意

味。かつてこの地域

で行われていた炭焼

き、畑仕事、桜の木

の皮細工…ここでの

仕 事 と い う も の は、

生活と深く結びつい

ていた。

仕事の意味が問われ

るようになってきて

いる現代で、「生業」

は私たちの生活に改

め て 向 き 合 う キ ー

ワードとなるのでは

ないだろうか。

生な
り
わ
い業

老富にはミツマタの

小さな黄色い花が杉

林 一 面 を 埋 め 尽 く

し た 群 生 地 が あ り

ます。例年、3 月下

旬 か ら 4 月 中 旬 に

なると見頃を迎えま

す。その光景はまる

で黄色い絨毯を敷い

たかのような幻想的

な雰囲気を醸し出し

ます。 

ミ
ツ
マ
タ

Okabayashi 
Nobuyasu

NariwaiMitsumata

ONM



老
富
米

お米で有名な産地は

た く さ ん あ る け ど、

私たちの老富米だっ

て 負 け ち ゃ い な い。

美味しさはもちろん

のこと、一粒一粒に

丹精を込めて作り上

げ た、" 思 い " と い

う名の味を実感して

ほしいです。

休まる場所。安らげ

る場所。車通りも少

なく、聞こえてくる

音は風に揺られて聞

こえる木々のせせら

ぎ や カ エ ル や 虫 の

鳴き声。ここ老富で

は、 普 段 聞 こ え て

くる騒音は切り取ら

れ、この静かな土地

で日々の疲れを癒し

てくれる。

休年を取った。だから

といって年齢を言い

訳にしたくない。こ

こ老富をよりよくし

ていきたい。その思

いが私たちを団結さ

せ突き動かしてくれ

る。若者にだって負

けない。そんな元気

を感じ取ってほしい

です。 

力

Rice"Kyu"Power

RQP



老 富 に 住 む 人 々 は、

優 し く そ し て 温 か

い。老富では常に人

とコミュニケーショ

ン が で き、 新 し く

入ってきた人にも孤

独 を 感 じ さ せ な い。

だからこそ私達は安

心して老富を訪れる

ことができる。これ

は他の地域と比較し

ても明確に良い点と

して誇ることができ

る文化ではなかろう

か。

受
け
入
れ

栃の実は昔から老富

で栃餅として親しま

れてきた。栃は強い

アクを持ち、伝統の

アク抜きの技によっ

て食べられるように

なる。手間暇かけて

作られる栃餅は独特

の風味を持つ。今で

は 栃 の 実 を 使 っ た

チョコレートも作ら

れている。新しいも

の と 組 み 合 わ さ り、

伝統技術は継承され

ていく。

栃
の
実
・
栃
餅

老富で数年前から見

られるようになった

新絶景スポット。見

ご ろ は 4 月 下 旬 ～

5 月中旬で、杉林の

間 を 400 万 本 も の

白いシャガの花が地

面を埋め尽くすよう

に満開に咲いている

光景は、まるでおと

ぎの国の世界に迷い

込んだかのような絶

景です。 

シ
ャ
ガ

UkeireTochiShaga

UTS



そこには多くの自然

や 資 源 が 存 在 す る。

その中にはいまだ活

用しきれていないも

のも数多い。老富は

無限の可能性を秘め

ており、それを活か

す こ と で 新 た な 地

方の形としてのモデ

ルになるかもしれな

い。またそこで新た

な地域との交流が生

まれ、地域同士が交

差をしていく。老富

はそれを描く筆とな

るだろう。

未
知
・
交
差

老富には水と関係す

る も の が 多 く、「 水

源 の 里 条 例 」 と い

う 条 例 の 名 前 に も

「水」が使われてい

る。また、山から流

れている水はとても

きれいで飲めそうな

ほどだ。 

これから水が不足し

て い く 社 会 に お い

て、水源の里の水は

とても貴重なものと

なるであろう。

水地域本来の価値とは

何か？食べ物がおい

し い、 自 然 が き れ

い、観光スポットが

ある。こういったも

の も 大 切 で あ る が、

これらの背景には常

に 人 と 人 と の つ な

がりが存在し、外部

からは容易に見るこ

とができない。地域

の人の内面にあるも

の自体が、今後地域

を色づけていく資源

として大きな価値と

なっていく。

価
値

XWaterValue

XWV



熱
意

地域が一丸となって

何かを変えようとす

ることは、実は一番

難 し い こ と で あ り、

勇気のいることであ

る。しかし老富には

確かに何かを変えよ

うとする思い、いう

なれば熱意が存在し

て い る。 こ う い っ

た熱意のある地域こ

そ、未来の日本へ大

きな影響を与えるの

だと私たちは信じて

いる。

老富は市内でも雪が

とても多く降り積も

る地域。昔は自分た

ちで竹を切りスキー

板を作りスキーをす

る な ど、 様 々 な 雪

遊びをしていた。ま

た、雪の中に野菜を

保存していた。それ

は 野 菜 が 凍 ら な い、

腐らない、乾燥しな

い、動物たちに食べ

られないための生活

の知恵である。人々

は雪と共存して暮ら

している。

雪

ZealYuki

ZY
PICK UP!

チョコの甘さと老富産栃の実

のほろ苦さが合わさり、お酒

に合うちょっぴり大人の味の

チョコレートが誕生。その名

も「ショコラ・ド・マロニエ

老富」。2018 年 11 月 1 日

に初お目見え。老富の定番商

品になるかも。

栃の実が

チョコレートに !

ショコラ・ド・マロニエ老富



MEMBER

渡辺 剛
（水源の里・老富）

「水源の里・老富」では、地区 3 集落が力
を合わせて、ふるさとの魅力づくりとその
発信に取り組んでいます。過疎・高齢化な
どによる課題は山積状態にはありますが、
少しでもこの豊かな自然を守り、後生に伝
えられればと想っています。 芦田 晴哉

（京産大 滋野ゼミ）

老富には心安らぐ綺麗な自然がたくさんあ
り、他では味わえない素敵な空間が広がっ
ているなと感じました。そして、住民の方々
からも若者に負けないぐらいのパワーや団
結力が感じ取れ、自分にとっても良い刺激
になりました。

西田 昌一
（水源の里・老富）

老富は、地域住民がひとつになって特産品
の製造販売をし、又、この地を訪ねて下さ
る方々を地域挙げて、お迎えをしてまし
て、この地に U・I ターンを希望される方
は、快く受け入れさせて頂く準備もできて
ます。乞うご期待！！大西 うてな

（京産大 滋野ゼミ）

老富町では、伝統や自然だけではなく、地

域の人の繋がりやパワーといった人の力に

も魅力があると感じました。これらの老富

町の魅力は次の世代に伝え、大切に守るべ

きものだと思っています。

西田 愛子
（水源の里・老富）

老富は、自然の恵みを受け、美味しいお米
がとれることが魅力の一つです。また特産
品作り等何事も住民皆が協力して取り組む
ことができる。U・I ターンを快く受け入れ、
共に支えあって、現代社会に対応しながら
生活できる集落でありたい。 寺井 彰

（京産大 滋野ゼミ）

 老富町を訪れて初めに感じたのが自然の

多さと綺麗さです。私の住む地域や都会の

方では見られないような景色がある、そう

いった地域こそ今後日本が残していくべき

姿だと感じました。

平成 19年、全国に先駆けスタートした「水源の里」は、平成 29年に 3回目の条例改正を経て、更に活動
を拡大しています。「水源の里AtoZ」は、学生の目線から見た「水源の里」を、１冊の小冊子にまとめたも
のです。

What's

水源の里AtoZ



渡辺　美代子
（水源の里・老富）

水源の里の活動も大変です。活動を広げるにも人が
いない。現状維持が大変ななかで人を増やすとなる
と地元から出て行かれた人に帰ってもらうことが一
番いい事と思いますが若い人はなかなか難しいです
が人口を増やすとなると U・I ターンの人を頼ること
になると思いますがそれぞれの生活を考えるとIター
ンで来る人も大変だと思います。 山名 恒輝

（京産大 滋野ゼミ）

老富町に訪れ、魅力的な町だと感じました。

人々の優しい人柄、美しい自然などが存在

するため、静かで住みやすい環境が整って

いると思います。このような町をもっと他

地域へ発信していくべきだと思います。

酒井　千恵子
（水源の里・老富）

典型的な高齢化地域であり、これ以上の若
返りも望めないかもしれませんが、その分
一人ひとりが元気なことは有難いことで
す。10 年前と比べて活動の面、意識の面
向上していると思います。これからは外部
からの若い息吹きを頂き私たちの希望、力
に替えたいと思います。西山 功祐

（京産大 滋野ゼミ）

老富町に関わる中で感じた事は人の温かさ

と笑顔が素敵な町ということです。地域の

繋がりが薄れてきている世の中で人の温か

さを感じられる老富町のような地域は今後

重要になってくると感じました。

城戸 優希
（京産大 滋野ゼミ）

日本は現在、とても厳しい状況にあります。

今の日本にとって必要なモノは日本本来の

姿を維持している地域にほかなりません。

老富町はまさにこれを体現したかのような

地域だと強く感じました。 滋野 浩毅
（京都産業大学教員）

老富の集落の方々は地域の魅力づくりに、特
産品の開発にと前向きなことに驚かされまし
た。また、集落を歩いたり、お話を伺ったり
する中で、移住者に、そして次の世代へと受
け継いでいくべきものがたくさんある、とい
う思いを強く持ちました。

学生は繰り返し集落を訪れ交流を重ね、地元の方々はこれまでの集落の歴史・魅力を見つめ直し、両者が力を合わせ、
この「集落の名刺」を紡ぎ出しました。これからも「水源の里AtoZ」をはじめとした農村都市交流、水源の里集落
と外部組織との連携事業を推進していきます。
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